


２ 整備事業

（産地競争力の強化を目的とする取組用）

作物等区
分①

事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、施設
区分、構造、
規格、能力

等）

交付金 都道府県
費

市町村費 その他

岡山市
岡山市農
業協同組

合

産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

果樹
（もも）

品質向上

高品質品種
の栽培面積
を５％以上

増加

73ha 74ha 80ha 88ha 88ha 100%

高品質品種
の栽培面積
が15ha
（20%）増加
した。

集出荷貯蔵施
設（もも選果
ライン）一式
21,600玉/hr

120,120,000 57,200,000 0 7,000,000 55,920,000 H18.11.30

地域の核となる
施設整備によ
り、農業生産基
盤の体質強化に
寄与した。

選果場利用と、
高品質品種の出
荷増加により、
県全体のももの
品質向上に寄与
した。

①

瀬戸内
市

瀬戸内農
業協同組

合

産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

土地利用
型作物

（主要農
作物種
子）

品質向上

主要農作物
種子の合格
率向上割合
が105％以上

50.90% 53.13% 54.23% 54.88% 70.00% 20.8%

主要農作物
種子の合格
率向上割合
が107.8%と
なった。

建築工事
351.3㎡
種子調製施設
一式
2t／hr

125,872,950 59,939,000 0 8,990,000 56,943,950 H18.11.8

合格率は僅かに
向上しつつある
が、農産物検査
の規格におい
て、「形質」で
不合格となり、
目標未達成と
なっている。今
後は、施肥改善
や栽培管理の徹
底により、さら
なる品質向上を
図りたい。

種子の安定供給
には寄与してい
るものの、合格
率の低迷が課題
である。低迷の
要因は、生産物
審査には合格
(100%)するもの
の、農産物検査
で不合格となる
ケースが多い。
特に気象変動の
影響を受けやす
い「アケボノ」
や「ヒノヒカ
リ」の合格率が
低く、品質向上
に向けた栽培管
理の改善を図る
ため、現地での
技術指導を強化
していく方針で
ある。

②

勝央町
勝英農業
協同組合

産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

土地利用
型作物
（稲）

品質向上

品質分析の
実施生産者
の割合が
50％以上

100% 100% 100% 100% 100% 100%

品質分析の
実施生産者
の割合が
100%となっ
た。

色彩選別機一
式
3.6t／hr

47,181,750 17,879,000 0 0 29,302,750 H18.8.31

農家に分析デー
タをフィード
バックすること
で、次年度の栽
培に役立てるこ
とができた。

品質分析結果を
基に、米の品質
向上に向けた改
善が図られてい
る。

③

岡山市 岡山県
産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

肉用鶏
生産性向
上

▼【家畜改
良増殖】▼
（鶏）▼飼
料要求率を
５％以上向
上

3.3
(H15)

3.2
(H18)

3.1
(H19)

3.0
(H20)

3.1
(H20)

150.0%

高品質肉用
鶏（おかや
ま地どり）
の改良によ
り飼料要求
率が9%向上
した。

分光蛍光光度
測定器

2,299,500 861,000 1,438,500 0 0 H17.8.10

おかやま地どり
の腹腔内脂肪量
の少ない系統の
選抜改良によ
り、飼料要求率
の向上が図られ
た。

飼料要求率の向
上により、おか
やま地どりの生
産コストの低減
が図られた。

－

岡山市 岡山県
産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

飼料増産
生産性向
上

▼【飼料増
産】▼（増
産）▼飼料
生産ｺｽﾄの削
減

1,100円
/kg

（H17)

992円
/kg

(H18)

983円
/kg

(H19)

982円
/kg

(H20)

986円
/kg

（H20)
103.5%

飼料生産コ
ストが10.7%
低減され
た。

細断型ﾛｰﾙﾍﾞｰ
ﾗｰ

2,940,000 1,470,000 1,470,000 0 0 H18.8.30

自給飼料や食品
製造副産物の利
用により飼料費
の低減が図られ
た。

自給飼料や食品
製造副産物を活
用した発酵ＴＭ
Ｒの県内への普
及が図られてい
る。

－

成果目標の
具体的な実

績①（対象作
物・畜種
等名）①

政策目標
①

市町村
名

事業実施
主体名 ３年後

（平成
20年）

事業実施主体の
評価負担区分（円）

完了年月
日

都道府県の評価

（岡山県 平成２１年度）

政策目的
取組の分

類

成果目標の
具体的な内

容①
計画時
（平成
17年）

事業実施後の状況①

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

目標値
（平成
20年）

達成率



岡山市
邑久郷粗
飼料生産
組合

産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

飼料増産
（稲、ｲﾀ
ﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗ
ｽ）

生産性向
上

▼【飼料増
産】▼（増
産）▼飼料
作付面積の
１％以上増
加

64.13ha
(H17)

35.59ha
(H18)

80.54ha
(H19)

73.42ha
(H20)

73.08ha
(H20)

103.8%

飼料の作付
面積が
9.3ha(14%）
増加した。

飼料用ｺﾝﾊﾞｲﾝ
ﾍﾞｰﾗｰ

自走ﾗｯﾌﾟﾏｼｰﾝ

ﾃﾞｨｽｸﾓｱ

12,195,750 5,495,000 0 1,200,000 5,500,750 H18.9.5

飼料作付面積が
拡大し、飼料自
給率の向上が図
られた。

飼料作付面積が
拡大し、飼料自
給率の向上が図
られた。

④

赤磐市
多賀粗飼
料生産組
合

産地競争
力の強化

産地競争
力の強化
に向けた
総合的推

進

飼料増産
（稲わ
ら）

生産性向
上

▼【飼料増
産】▼（増
産）▼飼料
作付面積の
１％以上増
加

0ha
(H17)

4.2ha
(H18)

4.0ha
(H19)

4.0ha
(H20)

3.7ha
(H20)

108.1%

稲わらの収
集面積が
4.0ha(皆
増）増加し
た。

自走式ﾛｰﾙﾍﾞｰ
ﾗｰ

1,386,000 462,000 0 462,000 462,000 H18.10.25

約19tの稲わらを
収集し、畜産農
家の購入飼料費
の低減が図られ
た。

稲わら収集面積
が拡大し、飼料
自給率の向上が
図られた。

⑤

98%

（注）１ 別紙様式1号の２－１に準じて作成すること。

２ 要領第１の１の（２）のアの（ア）及び（イ）場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

３ 別添として、各事業実施主体等が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均達成率 総合所見 概ね目標が達成されており、高品質な農畜産物の生産拡大と飼料自給率の向上が図られた。


